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   ２．委員長報告に対する質疑 
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  追加日程の議事 

   １．提案理由の説明 

   ２．委員会付託省略 
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経 済 部 長  山 本   優 君 

建 設 部 長  高 橋 常 幸 君 

上下水道部長  今 村 哲 也 君 
政策財政部参事            

  山 本 剛 志 君 
兼政策調整課長            
総 務 部 参 事            

  別 部 容 寛 君 
兼 税 務 課 長            
経 済 部 参 事            

  皆 川   智 君 
兼企業立地推進室長            

財 政 課 長  伊 藤 徹 也 君 

国際交流課長  新 堂 宏 一 君 

総 務 課 長  佐々木   亮 君 

秘 書 課 長  田 島 一 雄 君 
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午前１０時００分 開議   

○議長（小比類巻雅彦君） おはようござい

ます。 

 出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。 

───────────────── 

  ◎日程第１ 議案第１号から 

   日程第９ 議案第９号まで 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１ 議案

第１号平成２８年度三沢市一般会計予算から

日程第９ 議案第９号平成２８年度三沢市立

三沢病院事業会計予算までの計９件を一括議

題とします。 

 予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。 

 委員長、補足して報告する事項はあります

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。 

 次に、討論を行います。 

 なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。 

 奥本菜保巳議員。 

○４番（奥本菜保巳君） 私は、議案第１号

平成２８年度三沢市一般会計予算の中身につ

いて、一部反対の立場で討論いたします。 

 平成２８年度の国内経済情勢の見通しとし

て、アベノミクスの一連の金融政策と財政出

動、規制緩和よる経済再生を標榜する政策に

は、明るい兆しは見えず、特に地方経済は、

少子高齢化、人口減少が進む中で、先行きが

不透明となっています。 

 現在、国会では、平成２８年度の予算審議

が行われているところです。その中で、社会

保障関連費は、毎年１兆円程度となる自然増

分が５,０００億円以下に抑えられています。

診療報酬は、実質１％を超える削減で、長期

入院患者の抑制を引き起こしたり、医師、看

護師不足に拍車をかけるものとなっていま

す。 

 また、１４年度から始まった７０歳から７

４歳の医療費負担増は、今年度新たに７０歳

になる人の窓口負担が１割から２割に引き上

げられます。６５歳未満の入院給食費の値上

げが開始され、紹介状なしの大病院の受診に

も５,０００円以上の追加負担を求めます。 

 介護サービスでは、一定の所得以上の人の

介護利用料が、これまでの１割から２割負担

となっています。 

 年金は、物価上昇、介護保険料などの負担

がふえ続ける中、給付は据え置きで、実質削

減となります。 

 ひとり親への児童扶養手当の２人目の子供

は５,０００円から１万円に、 ３人目の子供

は３,０００円から６,０００円に増額されま

すが、子供１人を育てるひとり親世帯の６割

は対象外です。そして、１万円あった子育て

世帯臨時特例給付金は廃止するとしていま

す。 

 このように、２８年度も地方経済、社会保

障分野においても、厳しい社会状況が予想さ

れます。 

 こうした見通しの中で、三沢市の予算案を

見ますと、いまだ公共施設工事一辺倒の中身

になっており、その建設費と膨大な維持管理

費の予算に重点を置いています。 

 多くの市民がさまざまな税や保険料の負担

にため息をついて生活しております。そこに

行政として、目配り、気配りが必要ではない

でしょうか。いつまでも国の下請機関では困

ります。 

 子育て支援、生活支援が必要です。子ども

医療費無料化の拡充、就学援助の充実、給付

型奨学金の創設、介護保険料、国民健康保険

税の負担軽減のための基金の積み立て、交通

弱者への支援としてデマンドタクシーの導

入、公共事業にかかわる労働者の賃金改善に

つながる公契約条例の制定、無年金・低年金

の高齢者への福祉給付金など、取り組むべき
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政策があると思います。 

 そのための財源を確保するに当たっては、

知恵を絞って、行政マンとして能力を発揮す

べきと思います。しかし、残念ながらその取

り組みが不十分と言わざるを得ません。 

 よって、私は、平成２８年度予算に対し、

一部反対を表明いたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、瀬崎雅弘

議員。 

○５番（瀬崎雅弘君） 私は、議案第１号平

成２８年度三沢市一般会計予算に対し、賛成

の立場で討論いたします。 

 平成２８年度三沢市一般会計予算には、三

沢市総合振興計画後期基本計画に基づく施策

を推進し、また、今年度末に策定される予定

の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」をも

見据えた予算が数多く計上されています。 

 中でも、新規事業として、定住人口の確保

と増加を図るため、市内に住宅を取得される

方に対しての助成金を盛り込んだ、移住・定

住対策費や、国際化の推進に伴う人材育成の

ため、市内在住の高校生をウェナッチバレー

短期大学に派遣する、ウェナッチバレーカ

レッジ英語研修派遣事業の予算が計上されて

いるほか、農業や漁業の活性化を図る各種事

業にも所要の予算措置がなされております。 

 また、市民生活に直結する民生費や衛生費

だけを見ても、予算全体の３割以上を占めて

おり、その中でも、地産地消でわんぱく家族

米支給事業については、支給対象をひとり親

家庭まで拡大されているほか、高齢者除雪生

活支援サービス事業、(仮称)子ども館整備事

業、さらには、医療給付事業や各種検診事業

など、子育て支援、高齢者支援、障害者の自

立支援、市民の健康増進などに重点を置かれ

ていることがうかがえます。 

 そのほかにも、市民生活の利便性を図るた

め、(仮称)国際交流スポーツセンター整備事

業や三沢駅前広場整備事業をはじめ、道路、

公園、教育環境の整備等にも所要の予算措置

がなされているところであります。 

 このように、平成２８年度三沢市一般会計

予算は、市政発展に必要不可欠な予算が盛り

込まれていると同時に、全ての市民が安全で

安心して暮らせることができるまちづくり

や、住んでいてよかったと思えるまちづくり

の実現に向けた予算であると認識するところ

から、私は、この議案第１号平成２８年度三

沢市一般会計予算に賛成の意を表するもので

あります。 

 以上です。 

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、討論を

打ち切ります。 

 これより、採決します。 

 議案第１号平成２８年度三沢市一般会計予

算を除く、議案第２号平成２８年度三沢市国

民健康保険特別会計予算から議案第９号平成

２８年度三沢市立三沢病院事業会計予算まで

の８議案は、委員長報告のとおり決すること

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議案第２号平成２８年度三沢市国

民健康特別会計予算、可決。議案第３号平成

２８年度三沢市食肉処理センター特別会計予

算、可決。議案第４号平成２８年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算、可決。議案第

５号平成２８年度三沢市下水道事業特別会計

予算、可決。議案第６号平成２８年度三沢市

介護保険特別会計予算、可決。議案第７号平

成２８年度三沢市後期高齢者医療特別会計予

算、可決。議案第８号平成２８年度三沢市水

道事業会計予算、可決。議案第９号平成２８

年度三沢市立三沢病院事業会計予算、可決と

それぞれ決しました。 

 次に、議案第１号平成２８年度三沢市一般

会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第１号平成２８年度三沢市一
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般会計予算については、可決と決しました。 

───────────────── 

  ◎日程第１０ 議案第１０号から 

   日程第１６ 議案第１６号まで 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１０ 議

案第１０号平成２７年度三沢市一般会計補正

予算（第５号）から日程第１６ 議案第１６

号平成２７年度三沢市水道事業会計補正予算

（第２号）までの計７件を一括議題としま

す。 

 補正予算審査特別委員会の審査報告書は、

お手元に配付したとおりです。 

 委員長、補足して報告する事項はあります

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。 

 次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。 

 これより、採決します。 

 議案第１０号平成２７年度三沢市一般会計

補正予算（第５号）から議案第１６号平成２

７年度三沢市水道事業会計補正予算（第２

号）までの７議案は、委員長報告のとおり決

することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議案第１０号平成２７年度三沢市

一般会計補正予算（第５号）、可決。議案第

１１号平成２７年度三沢市国民健康保険特別

会計補正予算（第３号）、可決。議案第１２

号平成２７年度三沢市食肉処理センター特別

会計補正予算（第２号）、可決。議案第１３

号平成２７年度三沢市下水道事業特別会計補

正予算（第３号）、可決。議案第１４号平成

２７年度三沢市介護保険特別会計補正予算

（第３号）、可決。議案第１５号平成２７年

度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）、可決。議案第１６号平成２７年

度三沢市水道事業会計補正予算（第２号）、

可決とそれぞれ決しました。 

───────────────── 

  ◎日程第１７ 議案第１７号から 

   日程第３８ 議案第３８号まで 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１７ 議

案第１７号三沢市教育に関する事務の職務権

限の特例に関する条例の制定についてから日

程第３８ 議案第３８号財産の取得について

までの計２２件を一括議題とします。 

 条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。 

 委員長、補足して報告する事項はあります

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。 

 次に、討論を行います。 

 なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。 

 山本彌一議員。 

○１６番（山本彌一君） それでは、議長の

お許しをいただきましたので、議案第１８号

三沢市部設置条例の一部を改正する条例の制

定について、反対の立場で討論をさせていた

だきます。 

 この条例は、新たに財務部を設置するため

に提案されたものであります。その理由とし

て、今後の国や県との調整を保ち、全体的統

一処理体制を図るということであります。 

 行政組織における環境は、効率的な体制を

保ちながら行政機能を発揮することが強く求

められております。通常、行政組織は、全体

としてピラミッド型の体系をなしていて、終

局的に組織の長である首長の指揮監督によ

り、問題を解決しているところであります。 

 今、我が国の経済は、地球環境保全の視点

から、資源エネルギーの厳しい制約の中、人

口動態において少子高齢化が強まり、我が国

は、国、地方を問わず、将来の財政事情を展

望するとき、今よりよくなる要素は全くな

く、ますます厳しさを加えることが明らかで
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あります。 

 今、行政に求められているのは、市民のた

めの最小限の経費で最大の効果を上げること

であります。よって、行財政能力の向上と、

庁内の体質の積極的な改善の確立でありま

す。 

 したがって、真の意味で、本市も厳しい財

政状況の中で経費節減、合理化に真剣に取り

組んでいるのか。血のにじみ出るような民間

企業の努力と真剣度と比べ、本市の実態は、

殿様的で、日の丸経営になっていないのか。

国の求める行財政改革に沿っているのか。議

会や外部に対する口実や言い逃れになっては

いないのか。また、納税者の痛税感に応えて

いるのか。 

 ある偉人の言葉で、仕事があって役人がふ

えるのではなく、役人のために仕事がふえる

という言葉があります。 

 要は、職員１人当たりの能率を上げ、経費

の節減を図ることを継続的に実行することを

願うものであります。いま一度、この観点に

立って考えるべきであります。 

 本市は、今日まで、国の行財政改革と歩調

を合わせ、積極的に簡素で効率的な組織改革

を実施して、その体制を整え、経費節減に努

力され、大きな成果を上げてきております。

こうした取り組みの中にあって、なぜ新たに

財務部を設置しなければならないのか、これ

までのその取り組みに水を差す行為であり、

疑問を禁じ得ません。 

 当局は、今回の新たな財務部を設置する理

由として、市民の多様なサービスの向上を図

るためと議会に説明しているが、果たしてそ

の費用対効果が、言葉だけで不透明であり、

理解できるものではありません。 

 本来、真の組織改革は、組織の形式論では

なく、本市の自主・自立を目指すことにあ

り、ただ単に行政側の市民サービスの向上と

いう理論だけでは、日常的な政治参加は発展

しません。（発言する者あり） 

 したがいまして、今回の新たな財務部を設

ける提案には、組織の肥大化であり、本市の

第２、第３の行財政改革の取り組みに逆行す

るものであります。 

 よって、以上の理由から、議案第１８号三

沢市部設置条例を改正する条例の制定につい

ては認めがたく、反対を表明するものであり

ます。 

 以上で、私の反対討論を終わります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、髙橋武志

議員。 

○２番（髙橋武志君） 私は、議案第１８号

三沢市部設置条例の一部を改正する条例の制

定について、賛成の立場で討論させていただ

きます。 

 地方自治体の行政組織機構改革は、国の法

律や政令、県の条例等によって義務づけられ

たり課せられた行政活動を適切かつ円滑に実

施するために行われるものであり、その行政

活動の質的、量的な増減に応じて、常に改

革、再編されていくべきものと考えていま

す。 

 近年の社会経済情勢は、住民ニーズの高度

化、多様化や人口減少、超高齢化社会に伴う

税収の減少及び社会保障の急増など、三沢市

の行財政を取り巻く環境も今後さらに厳しさ

を増すことが予想されます。 

 このような状況下において、三沢市が持

続・発展し、市民に最良な行政サービスを提

供するためには、地方創生への取り組みや公

共施設等総合管理計画の作成など、早急に取

り組むべき業務の質的・量的な増大に対応す

べく行政組織の改革は当然のことであり、ま

た、財源の確保や財政運営の効率化を図るた

め、機動性と実効性を持った、市民にわかり

やすい行政組織の運営が不可欠となっており

ます。 

 今回上程されました条例改正案では、ス

ポーツに関する事務の移管などに伴う部の再

編と、財務管理体制の構築を推し進めるた

め、三沢市職員の定員管理計画の範囲内で運

用されるものであり、また、行政経営推進プ

ランにも沿った組織改革であると認識してお

ります。 
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 冒頭でも申し上げたとおり、組織機構改革

の一番の目的は、市民サービスを第一に考え

た行政活動の適切かつ円滑な運用を目的に行

われるものでありますことから、今回の組織

機構改革は、行政運営上不可欠なものであり

ます。 

 以上のことから、私は、議案第１８号三沢

市部設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、賛成の意を表明するものでありま

す。 

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、奥本菜保

巳議員。 

○４番（奥本菜保巳君） 私は、議案第２７

号、議案第３１号、議案第３５号について、

反対の立場で討論いたします。 

 議案第２７号三沢市特別職の職員の給与等

に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、まず、反対討論をいたします。 

 当該条例は、市長及び副市長、教育長、議

員の期末手当の支給割合の引き上げを目的と

しています。引き上げ率は０.０５％ではあり

ますが、非正規労働者の方々や年金の引き下

げを余儀なくされている高齢者を含む方々の

市民感情から察しますと、理解を得られない

ものと感じます。 

 特に議員は、昨今、さまざまな議会改革に

取り組んでおりますが、その中で、議員報

酬、政務活動費についても継続審議中となっ

ています。その議論の整合性を図る観点から

も、当該条例には、反対を表明いたします。 

 次に、議案第３１号三沢市国民健康保険税

条例の一部を改正する条例の制定について、

反対をいたします。 

 当該条例は、国民健康保険税を平均１９.１

７％も引き上げるとしています。最高で１２

万円の負担増になる方もいるとのことでし

た。 

 昨今の医療給付費の急激な上昇と国保加入

者の減少、雇用環境の悪化や所得減少による

保険税収の減少、国庫負担率の低下などによ

り、国保財政が行き詰まり、ここ数年、一般

会計からの法定外の繰り出しで、保険税の引

き上げをせず、１５年間据え置いてきまし

た。 

 平成２６年度の決算においては、一般会計

から４億円強の繰り出しで、保険税を据え置

いておりました。 

 しかし、これ以上の法定外繰り入れは、税

の公平性からも好ましくないとし、今回の引

き上げに至ったとの説明でした。 

 しかし、もともと国保という制度は、病気

で働けなくなった人や年金のみで暮らす高齢

者、農業・漁業者、個人事業者が加入する保

険制度ですが、現在では、社会情勢の変化に

より、農業者や漁業者、個人事業者が減少す

る中で、非正規雇用の労働者や高齢者がふ

え、制度自体の基盤が脆弱になっており、加

入者のみの助け合いではとても成り立たない

制度となっています。全国では、６割の自治

体が一般会計から法定外の繰り出しを行って

います。 

 そこで、国もようやく動き出し、国保財源

として、平成２７年度から低所得者支援とし

て１,７００億円 の補助金を出しています。

これではまだまだ足りませんが、それだけ国

保財政が厳しいことが明らかになっていま

す。 

 ある市民から、今でも国保の負担が重く、

保険税を払うことで精いっぱいで、病院にか

かれないという声を伺っています。保険税を

引き上げれば、払えない人をふやし、収納率

も下がる悪循環に陥ります。 

 行政の使命は、住民福祉の増進ではなかっ

たですか。保険税を払えない、病院にかかれ

ない人をふやす国保税の引き上げには絶対反

対です。 

 健診率アップ、健康づくりを徹底し、重症

化を防ぎ、医療費の給付費を抑制し、保険税

の負担軽減を目指すべきです。 

 以上の観点から、国保税引き上げには反対

いたします。 

 次に、議案第３５号三沢市立三沢病院使用

料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例

の制定について、反対の立場で討論いたしま
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す。 

 当該条例は、三沢市立病院の入院個室料を

引き上げるための条例改定となっています。 

 これまで、国による社会保障費削減や医

療・介護制度の改革、医師、看護師不足等に

より、公立病院の運営状況は年ごとに厳しい

ものとなっています。三沢市もその例外では

ありません。 

 私も運営上の厳しい現状は認識しておりま

すが、今回の入院個室料値上げに関しては、

個室といえども、患者の負担増や医療の抑制

につながります。 

 収益性を重視する民間と違い、住民の命を

守るための公立病院です。その機能や役割か

ら逸脱するものであり、容認できません。 

 よって、当該条例に対し、反対いたしま

す。 

 以上で、私の反対討論を終わります。 

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、討論を

打ち切ります。 

 これより、採決します。 

 議案第１８号三沢市部設置条例の一部を改

正する条例の制定について、議案第２７号三

沢市特別職の職員の給料等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について、議案第３

１号三沢市国民健康保険税条例の一部を改正

する条例の制定について及び議案第３５号三

沢市立三沢病院使用料及び手数料徴収条例の

一部を改正する条例の制定についての４議案

を除く、議案第１７号三沢市教育に関する事

務の職務権限の特例に関する条例の制定につ

いてから議案第３８号財産の取得についてま

での計１８議案を、委員長報告のとおり決す

ることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議案第１７号三沢市教育に関する

事務の職務権限の特例に関する条例の制定に

ついて、可決。議案第１９号三沢市情報公開

条例の一部を改正する条例の制定について、

可決。議案第２０号三沢市個人情報保護条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決。議案第２１号三沢市情報公開・個人情報

保護審査会条例の一部を改正する条例の制定

について、可決。議案第２２号三沢市行政不

服審査請求条例の制定について、可決。議案

第２３号固定資産評価審査委員会条例の一部

を改正する条例の制定について、可決。議案

第２４号三沢市職員定数条例の一部を改正す

る条例の制定について、可決。議案第２５号

三沢市人事行政の運営等の状況の公表に関す

る条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決。議案第２６号三沢市職員の勤務時

間、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について、可決。議案第２８号職員

の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定について、可決。議案第２９号三沢市国

際交流基金条例の一部を改正する条例の制定

について、可決。議案第３０号三沢市税条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決。議案第３２号三沢市消費生活センターの

組織及び運営等に関する条例の制定につい

て、可決。議案第３３号三沢市青少年問題協

議会設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、可決。議案第３４号三沢市工場立地

法に基づく準則を定める条例の制定につい

て、可決。議案第３６号三沢市火災予防条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決。議案第３７号(仮称)三沢市国際交流ス

ポーツセンター整備事業外構整備工事請負契

約の締結について、可決。議案第３８号財産

の取得について、可決とそれぞれ決しまし

た。 

 次に、議案第１８号三沢市部設置条例の一

部を改正する条例の制定についてを採決しま

す。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第１８号三沢市部設置条例の

一部を改正する条例の制定については、可決
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と決しました。 

 次に、議案第２７号三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてを採決します。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第２７号三沢市特別職の職員

の給料等に関する条例の一部を改正する条例

の制定については、可決と決しました。 

 次に、議案第３１号三沢市国民健康保険税

条例の一部を改正する条例の制定についてを

採決します。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第３１号三沢市国民健康保険

税条例の一部を改正する条例の制定について

は、可決と決しました。 

 次に、議案第３５号三沢市立三沢病院使用

料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例

の制定についてを採決します。 

 本案に対する委員長報告は、可決です。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。 

 よって、議案第３５号三沢市立三沢病院使

用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条

例の制定については、可決と決しました。 

───────────────── 

  ◎日程第３９ 議案第３９号 

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、日程第３

９ 議案第３９号財産の取得についてを議題

といたします。 

 ここで、地方自治法第１１７条の規定によ

り、山本彌一議員、堀光雄議員の除斥を求め

ます。 

（16番山本彌一君、12番堀光雄君 退席） 

○議長（小比類巻雅彦君） 条例等審査特別

委員会の審査報告書はお手元に配付したとお

りです。 

 委員長、補足して報告する事項があります

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。 

 次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。 

 これより、採決します。 

 議案第３９号財産の取得については、委員

長報告のとおり決することに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議案第３９号財産の取得について

は、可決と決しました。 

 ここで、山本彌一議員、堀光雄議員の入場

を許可します。 

（16番山本彌一君、12番堀光雄君 着席） 

○議長（小比類巻雅彦君） ここで、議会運

営委員会開催のため、暫時休憩します。 

午前１０時３６分 休憩   

──────────────── 

午前１０時４３分 再開   

○議長（小比類巻雅彦君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

───────────────── 

  ◎日程追加の議決 

○議長（小比類巻雅彦君） ただいま議会運

営員会から、議員提出議案第１号三沢市議会

委員会条例の一部を改正する条例の制定につ

いてが提出されました。 

 この際、本議案を日程に追加し、議題とし

たいと思いますが、これに御異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認
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めます。 

 よって、本議案を日程に追加し、議題とす

ることに決しました。 

───────────────── 

  ◎追加日程 議員提出議案第１号 

○議長（小比類巻雅彦君） 議員提出議案第

１号三沢市議会委員会条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を願います。 

 馬場騎一委員長の登壇を願います。 

○１５番（馬場騎一君） 議員提出議案第１

号について、その提案理由を御説明申し上げ

ます。 

 この議案は、平成２８年度の機構改革に伴

い、総務文教常任委員会及び民生常任委員会

の所管する部署を改正するため、三沢市議会

委員会条例の一部を改正する条例について提

案するものであります。 

 なお、詳細については、議案書に記載した

とおりでございます。 

 以上、議員各位の御賛同をよろしくお願い

いたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。 

 この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、委員会付託を省略します。 

 これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 次に、討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、討論を終結します。  

 これより、採決します。 

 議員提出議案第１号三沢市議会委員会条例

の一部を改正する条例の制定については、原

案のとおり決することに御異議ございません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、議員提出議案第１号三沢市議会委

員会条例の一部を改正する条例の制定につい

ては、可決と決しました。 

───────────────── 

  ◎日程第４０ 基地対策特別委員会

報告 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４０ 基

地対策特別委員会報告を議題とします。 

 舩見亮悦委員長。 

○１４番（舩見亮悦君） 会議規則第１０３

条の規定に基づき、基地対策特別委員会の報

告をいたします。 

 本委員会は、基地所在に起因する諸問題を

調査・解明し、基地周辺住民の民生安定と福

祉向上に資することを目的に、平成２６年第

１回定例会において設置され、これまで約２

年間にわたり活動をしてまいりました。 

 主な活動内容といたしましては、基地所在

に伴い発生する諸問題等について会議を開催

し、協議を行ったほか、執行部とともに、第

二滑走路の早期着工や住宅防音工事の是正及

び地域分断対策などの基地周辺対策に関する

要望について、国及び関係機関に対し、要望

活動を行ったところであります。 

 要望の内容は、基地周辺住民の民生安定や

三沢市経済にとって欠かすことのできないも

のばかりであり、本委員会では、その実現に

向け、鋭意努力を重ねてきたところでありま

す。 

 全体としては、我々の思うような成果が得

られなかったということは残念でなりませ

ん。しかしながら、今年度、梅津牧場の移転

に係る調査が行われたほか、特定防衛施設周

辺整備調整交付金、いわゆる９条交付金につ

いては、平成２５年度との比較では、約２,０

００万円の増額。基地交付金については、同

様に約３,７００万円の増額となるなど、一部

においては要望がかなった項目もありまし
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た。 

 これは、歴代基地対策特別委員会における

粘り強い活動、そして、何よりも基地周辺住

民の力強い押し上げのおかげであると考えて

おります。 

 また、先般行われた会議では、今年７月か

ら８月にかけて米軍が行う滑走路の改修工事

により、民間航空が工事期間中の欠航を決め

たことについて、委員からは、民間航空の安

定的運用や安全性を高めるために、第二滑走

路の早期整備が必要不可欠である。これを契

機に、これまで以上に強力に要望を行うべき

であるとの意見が多く出されております。 

 今後は、議会と執行部が一体となり、早期

実現に向け、取り組んでいかなければならな

いものと考えております。 

 そのほかにも、米軍のグローバルホークの

一時展開や米軍再編に係る三沢対地射爆撃場

への訓練移転、さらには、航空自衛隊のＦ－

３５の配備など、基地の態様の変化が見込ま

れることから、引き続き基地周辺住民の不安

解消のため、関係機関へ粘り強い要望が重要

であると考えております。 

 よって、三沢市議会は、より一層基地周辺

対策に係る活動を推進するべきであるとの意

見を申し添え、本委員会の報告といたしま

す。 

 以上です。 

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 お諮りします。 

 この報告は、委員長報告のとおり承認する

ことに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、基地対策特別委員会報告について

は、委員長報告のとおり承認することに決し

ました。 

───────────────── 

  ◎日程第４１ 三沢駅周辺地域等活

性化対策特別委員会

報告 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４１ 三

沢駅周辺地域等活性化対策特別委員会報告を

議題とします。 

 西村盛男委員長。 

○１１番（西村盛男君） 三沢市議会会議規

則第１０３条の規定に基づき、三沢駅周辺地

域等活性化対策特別委員会が設置されてから

現在までの調査結果を報告いたします。 

 本委員会は、三沢駅周辺整備事業の整備促

進とあわせ、市内外へのアクセス向上をはじ

めとした交通体系強化を図ることにより、市

民生活のさらなる利便性の向上や観光政策の

活性化を図ることを目的に、平成２６年第２

回定例会において設置され、これまで約２年

間にわたって協議・検討を実施してまいりま

した。 

 三沢駅周辺整備事業については、市民から

のパブリックコメントに基づいて策定された

基本構想や先進事例の調査等を参考に、三沢

駅が果たすべき役割や整備方針、完成後の維

持管理方針について協議・検討を重ねてまい

りました。 

 その結果等を踏まえて、執行部において

は、平成２７年７月に、事業の基礎をなす基

本設計業務が完了したところでございます。 

 その結果、三沢駅周辺整備の予定総事業費

は約１９億５,０００万円であり、当該事業に

かかわる国からの助成については、防衛省の

再編交付金を活用し、総事業費の約７５％程

度の助成が見込まれているとのことでござい

ます。 

 また、本年度からは実施設計業務が着手さ

れ、来年度、平成２８年度には用地買収補償

事業、平成２９年度からは複合施設や交通

ターミナルの整備を実施し、平成３１年度の

事業完了を目指しているとのことでありま

す。 

 本委員会の委員からは、当該事業の適正な
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執行はもちろん、三沢らしい施設整備や維持

管理に努めるよう意見が出されるとともに、

整備地区以外の周辺地域についても、今後の

情勢を見きわめつつ、必要に応じた整備を検

討されるよう提言がなされました。 

 また、三沢駅周辺の道路整備につきまして

は、都市計画道３・４・３号中央町金谷線や

３・４・４号春日台十和田線の整備が進めら

れており、平成２８年度の完成が予定されて

いるとともに、県道三沢十和田線橋梁かけか

え事業についても着々と整備が進められてい

るところでございます。 

 このような各事業が進むことによって、三

沢駅周辺地域では、今後、まちの雰囲気や人

の流れが大きく変わることが予想されており

ます。 

 本委員会では、三沢市の陸の玄関口である

三沢駅が市民に親しまれるとともに、観光客

をはじめとした駅利用者が快適で利用しやす

い施設となることを願い、約２年間にわたり

委員会活動を実施してまいりました。 

 今後におかれましても、本委員会の設置目

的である、市民生活のさらなる利便性向上や

観光施策の活性化が図られますよう切に願っ

ております。 

 以上、本委員会の活動概要を申し述べ、三

沢駅周辺地域等活性化対策特別委員会の最終

報告とさせていただきます。 

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 お諮りします。 

 この報告は、委員長報告のとおり承認する

ことに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。 

 よって、三沢駅周辺地域等活性化対策特別

委員会報告については、委員長報告のとおり

承認することに決しました。 

───────────────── 

  ◎日程第４２ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４２ 総

務文教常任委員会所管事務調査報告を議題と

します。 

 堤喜一郎委員長。 

○１７番（堤 喜一郎君） 去る１月２１日

に開催いたしました総務文教常任委員会所管

事務調査の内容につきまして御報告申し上げ

ます。 

 今回は、三沢市まち・ひと・しごと創生総

合戦略についてと、三沢市地域公共交通網形

成計画について及びふるさと納税の現状及び

取り組みについての３案件を調査いたしまし

た。 

 まず、１件目の三沢市まち・ひと・しごと

創生総合戦略についてでありますが、執行部

の説明によると、国の地方創生の取り組みに

呼応し、地方自治体において、人口の現状と

将来目標人口を提示する人口ビジョンと、そ

の実現に向けた今後５カ年の目標や施策の基

本的方向と具体的な施策をまとめた地方版総

合戦略の今年度中の制定が求められており、

当市においては、平成２８年３月中の策定を

目指しているとのことであり、策定に当た

り、住民、各種団体で構成する総合戦略推進

会議、市議会、パブリックコメント等の意見

を十分取り入れた形で作成したいとの説明が

ありました。 

 これに対し委員からは、当市の市勢発展に

鑑み、豊かな国際色などを十分活用した事業

展開に取り組んでほしいといった意見や、総

合戦略策定スケジュールにおいて、市議会内

の十分な協議・検討期間を指摘する声及び全

議員に対する説明会や協議会等の場を設ける

ことについて要望が出されました。 

 次に、２件目、三沢市地域公共交通網形成

計画についてであります。 

 本計画は、本市における地域公共交通の計

画であった三沢市地域公共交通総合連携計画

の基本理念を引き継ぎ、新たに策定するもの
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であり、計画期間は、平成２８年４月からの

５カ年とのことでありました。 

 それは、当市の地域特性や前計画の検証結

果、市民アンケート等の各種調査の結果を踏

まえ、これからの公共交通のあり方を見きわ

め、その基本方針を定め、目標達成に向けた

具体的取り組みの方向性と施策展開、そし

て、評価や改善のプロセスなどをまとめた内

容でありました。 

 委員からは、路線バス利用率の低迷が課題

の北部地区におけるデマンド型タクシー導入

の将来的な可能性について質問があり、執行

部からは、バス利用者のニーズに柔軟に対応

するべく、デマンド型タクシー導入を含め、

検討中であるとの回答がありました。 

 次に、３件目、ふるさと納税の現状及び取

り組みについてであります。 

 執行部の説明によると、平成２０年度から

始まったふるさと納税の取り組みは、平成２

７年１２月から寄附に対する返礼品を、これ

までの２品目から１８品目にリニューアルし

たところ、１２月の寄附件数は２１件、寄附

額１７２万５,０００円となり、月別寄附額で

過去最高を記録し、平成２８年４月からは、

観光体験プラン等も視野に入れ、さらにリ

ニューアルを予定しているとのことでありま

した。 

 委員からは、当市の特産品以外の県や近隣

市町村の特産品も返礼品の対象とすれば、寄

附の増加が狙えるのではといった意見や、取

り組み次第で大きな歳入確保にもつながるこ

とから、積極的に取り組むべきであるという

意見、要望が出されました。 

 以上、３案件について調査いたしました

が、今回取り上げた案件は、当市の重要案件

であることから、今後も必要に応じ、所管事

務調査を行い、執行部と両輪である市議会の

役割を十分発揮し、市政発展及び市民生活の

向上に資するため、研究、提言していくべき

としました。 

 以上、総務文教常任委員会所管事務調査報

告といたします。 

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。 

───────────────── 

  ◎日程第４３ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告 

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４３ 産

業建設常任委員会所管事務調査報告を議題と

します。 

 加澤明委員長。 

○３番（加澤 明君） 報告いたします。 

 先般２月３日に行いました産業建設常任委

員会の所管事務調査について、その概要を御

報告申し上げます。 

 今回は、建設部の所管する事務事業で、古

間木団地建てかえ事業について、経済部の所

管する事務事業で、地域住民生活等緊急支援

事業に係る経済部所管事業について、アー

ケード撤去の進捗状況についての３件を調査

いたしました。 

 はじめに、古間木団地建てかえ事業につい

てでありますが、執行部の説明では、事業期

間は平成２３年度から平成２９年度までを予

定しており、総事業費は、国の社会資本整備

総合交付金の補助金を活用し、約１３億８,０

００万円を見込んでいるとのことでありまし

た。 

 今年度は、４棟２１戸が完成し、現時点で

は、そのうち１５戸に以前からの入居者が入

居しており、残りの６戸については、今後、

広報等で入居者を募集するとのことでありま

した。 

 当該案件については、現地調査も行い、委

員からは、市営住宅に係る家賃の滞納状況に

ついての質問があり、分納や時効での欠損な

どで減少傾向にあるとの回答がありました。

それを受けて、委員からは、収納強化に向け

た取り組みを推進していくよう提言がありま
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した。 

 次に、地域住民生活等緊急支援事業に係る

経済部所管事業についてでありますが、執行

部からは、プレミアム商品券発行支援事業、

三沢の食で元気子育て応援事業、三沢市地産

地消クーポン券発行支援事業、アメリカン

バークーポン券発行事業の４事業の説明があ

りました。 

 委員からは、アメリカンバー店内外でのト

ラブルはなかったか、また、クーポン券を１,

５００枚用意していたものの、販売枚数が１

月末現在約７０枚にとどまっている理由をど

う考えるかなどの質問があり、執行部から

は、トラブルについては、現在、報告は受け

ていない。販売枚数の伸び悩みについては、

当初は、地産地消クーポン券とともに、観光

客向けに販売する狙いであったが、地産地消

クーポン券が市内でほぼ完売してしまったこ

とにより、狙いがずれ、現状、なかなか販売

に結びついていないが、アメリカンバーその

ものは、当市の観光資源として周知されてき

ているとの回答がありました。 

 次に、アーケード撤去の進捗状況について

でありますが、執行部からは、平成２６年度

における経済産業省所管の補助事業につい

て、現時点において予算化はされていない

が、早急に工事を実施する必要性があると考

えていることは変わりなく、今後も補助メ

ニューの模索を検討しつつ、市の中期的な予

算編成に係る財政運営計画に盛り込むべく、

現在、工事費等の積算作業を行っているが、

ここ数年、老朽化に伴う雨漏り等により、漏

電防止機能が働き、照明が点灯しない事態が

頻繁に起きており、歩行者の安全確保、犯罪

抑止、漏電事故発生防止の面から、早急に対

応すべきと考え、来年度において、暫定的で

はあるが、照明装置の改修を行いたいとの説

明がありました。 

 委員からは、応急処置としての補修工事

で、アーケード撤去そのものにおくれを生じ

ることのないようにしていただきたいとの意

見がありました。 

 今回の案件は、中心市街地の活性化や定住

化促進といった、当市が抱える重要課題であ

りますことから、今後も引き続きその動向を

注視し、調査、助言をしてまいりたいと考え

ております。 

 以上で、産業建設常任委員会の所管事務調

査報告とさせていただきます。 

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。 

 産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。 

───────────────── 

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、本定例

会に付議された事件は全て議了いたしまし

た。 

───────────────── 

  ◎勇退議員挨拶 

○議長（小比類巻雅彦君） ここで、今任期

をもって勇退されます野坂篤司副議長より発

言の申し出がありますので、発言を許しま

す。 

○９番（野坂篤司君） 議長のお許しをいた

だき、退任の挨拶をさせていただきます。 

 平成１６年３月７日、ありがとうのまちづ

くりをテーマに、三沢市議会議員選挙に初当

選させていただきまして以来、３期１２年の

議員活動をさせていただきました。ありがと

うございました。 

 しかしながら、その活動が三沢市にとって

よかったのか、悪かったのか、私にはわかり

ませんが、私にとって大変充実した１２年間

でありました。 

 特に、会派みさわ未来における市民の声を

聞く会、市政報告会は、大変勉強になり、議

員活動は、理論より実践であることが現実の

体験として理解できました。 

 昨日、１２年間の思いを振り返ってみまし

たが、私の心の中や頭の中は、ありがとうの

言葉しか浮かばないのであります。その原因



― 66 ―

を調べてみますと、子供のときから国語の成

績が余りよくなかったので、いろいろな言葉

で話す能力がないのであります。大変済みま

せん。 

 したがいまして、１２年間の思いを込め

て、心からありがとうを言わせていただきま

す。 

 はじめに、議員の皆様、寛大な心で副議長

もさせていただきました。１２年間の御指

導、御鞭撻、大変ありがとうございました。 

 次に、市長はじめ執行部の皆様、そして、

市役所職員の皆様、１２年間の御指導、御鞭

撻、大変ありがとうございました。 

 最後に、傍聴席の市民の皆様、マックテレ

ビを見ている市民の皆様、そして、日常の生

活をしている市民の皆様、１２年間の御指

導、御鞭撻、大変ありがとうございました。 

 この三つのありがとうを述べさせていただ

きまして、退任の挨拶といたします。 

 大変ありがとうございました。（拍手） 

───────────────── 

  ◎議長挨拶 

○事務局長（繫 範雄君） ここで、議長か

ら御挨拶がございます。 

○議長（小比類巻雅彦君） 議員各位のお許

しをいただきまして、今任期最後の議会での

挨拶を申し上げます。 

 まずはじめに、今任期をもって勇退されま

す野坂副議長におかれましては、３期１２年

にわたり議員活動を積極的に取り組まれ、ま

た、この２年間は副議長として支えていただ

きまして、数多くの勉強をさせていただきま

した。心より御礼申し上げます。 

 さて、平成２６年３月に議長を拝命いたし

まして、およそ２年にわたり、微力ながらも

私なりに誠心誠意、議長の職務に取り組んで

まいりました。 

 特に、議長拝命直後は、歴代の議長が築い

てこられた歴史と伝統を守りつつ、議会改革

についても取り組まなければならないという

こともあり、多くの不安を抱えてまいりまし

たが、諸先輩方をはじめとした議員の皆様、

また、市長をはじめとする執行部の皆様から

の御支援、御協力により、今日まで大過なく

過ごさせていただきました。まことにありが

とうございます。 

 これから年度末を迎えるに当たり、皆様に

おかれましては、公務御多忙の日々を過ごさ

れることと存じますので、体調管理には十分

御留意され、市政発展と市民福祉の向上に努

めていただきたいと思います。 

 また、議員の皆様におかれましては、今後

ますますの御活躍を祈念するとともに、再び

この議場で論戦を交えることを強く御期待申

し上げまして、私の最後の挨拶とさせていた

だきます。 

 本当にありがとうございました。（拍手） 

───────────────── 

  ◎市長挨拶 

○議長（小比類巻雅彦君） ここで、市長よ

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。 

 市長。 

○市長（種市一正君） 平成２８年三沢市議

会第１回定例会の閉会に当たりまして、議長

のお許しを得まして、一言御挨拶申し上げま

す。 

 今定例会は、去る２月８日に開会され、本

日まで１１日間にわたり、平成２８年度三沢

市一般会計予算及び各特別会計等の予算をは

じめ、３９の案件について慎重なる御審議を

賜り、それぞれ原案のとおり御議決を賜りま

した。衷心より感謝申し上げます。 

 御議決賜りました議案の執行に当たりまし

ては、御審議の過程におきまして議員各位か

ら賜りました御意見、御提言等を十分に尊重

し、最善の効果をおさめるよう努力を傾注し

てまいりますので、何とぞ一層の御支援、御

協力をお願い申し上げます。 

 さて、今議会は、議員各位にとりまして、

任期内における最後の定例会であります。顧

みますと、平成２４年３月、市民の皆様方の

衆望を担われ御当選されて以来、４年間にわ

たり、格別の御尽力と御活躍により、市発展
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のために御貢献されましたことに対し深く敬

意を表するものであります。 

 特に、今回勇退されます野坂篤司議員に

は、先ほど、今までにわたる熱い思いをお話

しされましたが、まことに惜別の情を禁じ得

ないものがありますが、何とぞ御自愛の上、

また、御健勝にして御活躍されますことを心

からお祈り申し上げますとともに、今後にお

きましても、御助言並びに御協力を賜ります

ようにお願いを申し上げます。 

 また、３月６日に執行されます三沢市議会

一般選挙に再出馬されます議員の皆様には、

心からの御健闘をお祈り申し上げまして、甚

だ簡単でありますが、閉会に当たっての御挨

拶とさせていただきます。 

 ありがとうございました。（拍手） 

───────────────── 

○議長（小比類巻雅彦君） これをもって、

平成２８年三沢市議会第１回定例会を閉会し

ます。 

 どうも御苦労さまでした。 

午前１１時１７分 閉会   

 

 


